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 第 13 期 事 業 概 況 
 

 

自2025年４月１日 

至2026年３月 31日 

 

事業の経過及びその成果、事業の状況 

 

エンタテインメントコンテンツ事業を取り巻く環境としては、コンシューマ分野におきまして、 

インフレーションの進行等による経済環境の悪化から足元の成長は踊り場を迎えております。 

また、人件費の上昇や開発期間の長期化等によりゲーム開発コストの上昇が続いており、こうした 

事業環境の変化への対応が急務となっております。 

一方で、サービス提供形態の多様化により、デバイス・プラットフォームを問わず、全世界に向けて 

より長期にわたってコンテンツ・サービスを提供できる環境が整ったことから、当社のゲーム事業の 

成長に対する期待は継続しています。 

 

コンシューマゲーム事業においては、 

◇RAIDOU Remastered: 超力兵団奇譚 

◇『ペルソナ３ リロード』Nintendo Switch２版 

を発売いたしました。 

 

2025年6月には『RAIDOU Remastered: 超力兵団奇譚』を発売し、PC、PlayStation 4、PlayStation 5、 

Nintendo Switchシリーズ、Xbox Series X|S向けに展開いたしました。複数プラットフォームへの 

同時展開により、国内外におけるユーザー接点の最大化を図っております。 

また、2024年10月発売の『メタファー：リファンタジオ』は、2025年9月に「日本ゲーム大賞」を受賞し、 

ブランド力の向上に寄与いたしました。 

 

『ペルソナ』シリーズにおいては、『ペルソナ３ リロード』の全世界累計販売本数が200万本を 

突破いたしました。さらに、2025年10月にNintendo Switch２版を発売し、対応プラットフォームの拡充を 

実施しております。 

また、2025年6月には『ペルソナ』シリーズ初となるモバイル/PCゲーム、『ペルソナ５: The Phantom X』が

iOS、Android、PC向けに日本およびグローバルでサービスを開始いたしました。 

これらの継続的な取組の結果、『ペルソナ』シリーズの全世界累計販売本数は3,000万本を達成し、 

グローバルIPとしてのプレゼンスを一層強化しております。 

  

2026年には『ペルソナ』シリーズが30周年を迎えるにあたって、1月より年間を通じた記念プロジェクトの 

展開を開始いたしました。記念ビジュアルの公開、関連商品の投入、各種イベントの実施など、継続的な 

情報発信を行い、既存ユーザーの活性化と新規ユーザーの獲得を推進しております。 

 

ライセンス事業においては、ペルソナ30周年施策の一環として交通機関や各種商業施設などを含む、 

異業種とのコラボレーションを実施し、新規顧客へのIP接点の多様化を図っております。ゲーム領域に 

留まらない展開により、認知拡大とIP価値の持続的向上を推進しております。 

音楽ライセンス事業においては、2025年12月に『ペルソナ5 スペシャル・ビッグバンド・コンサート』 

および『メタファー：リファンタジオ オーケストラコンサート』を開催するなど、新たな試みを 

継続的に行っております。 

加えて、2025年4月には中国（上海・北京）で『PERSONA LIVE TOUR -more ahead-』を実施、さらに2026年1

月にはアメリカ(ロサンゼルス)で『Persona Live 2026: Awakenings』を開催するなど、海外展開を強化してお

ります。これらの取組により、アジアおよび欧米圏におけるユーザー基盤の拡大を進めております。 

 

このような経営環境のもと、当事業年度における売上高は11,534,624千円（前期比6.6％増）、営業利益は

2,077,911千円（前期比92.5％増）、経常利益は2,085,361千円（前期比86.1％増）、当期純利益は 

1,489,168千円（前期比74.2％増）となりました。 

今後もお客様に喜んでいただけるゲームタイトルを開発し、グループ業績へのさらなる貢献を目指してまい

ります。 
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個 別 注 記 表 
 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

定額法を採用しております。  

② 無形固定資産  

定額法を採用しております。なお､ 自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間で 

ある５年間の定額法によっております。 

 

（３）引当金の計上基準 

賞与引当金 

役員及び従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち、当事業年度における負担分を計上

しております。 

 

（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

 グループ通算制度の適用  

セガサミーホールディングス株式会社を通算親法人としたグループ通算制度を適用しております。 

２．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１）当事業年度末における発行済株式の種類及び総数 

種類 発行済株式の数 

普通株式 10  株 

 

（２）配当に関する事項 

① 配当金支払額 

決議 
株式の 

種類 

配当金の総

額 

（千円） 

１株当たり 

配当額 
基準日 

効力発生

日 

2025年６月23日 

株主総会 
普通株式 308,753 30,875,304円80銭 

2025年 

３月31日 

2025年 

６月23日 

 

 

 

 


